






Influence of menstrual cycle and endurance exercise 

















































10 名 (20.5 ± 0.2 歳) を対象とし、月経周期ごと（月経期・卵胞期・黄体期）に換気性
作業閾値 (ventilatory threshold: VT) の 75%強度にて自転車エルゴメータ運動を 60
分間実施し、持久性運動時の血漿中のストレス・炎症マーカーの変動について月経周期
の影響があるかどうかを検討した。75％VT 強度の持久性運動に伴い血漿中のインター







健康な若年女性 9 名 (20.4 ± 0.2 歳) を対象とし、月経期に 100％VT 強度（中等度）と
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慣のない健康な若年女性 8 名 (20.5 ± 0.3 歳) を対象とし、唾液のストレス・炎症マー
カーに及ぼす (1)月経周期（月経期・卵胞期・黄体期）と、(2) VT 強度で 60 分間の自
転車エルゴメータ運動が及ぼす影響について唾液と血液を用いて比較検討した。月経周
期により安静時の唾液中の IL-6 の有意な変動が認められた。安静時の IL-6 は黄体期と
比較して卵胞期で有意に上昇し、炎症性サイトカイン (IL-1β、IL-6、IL-8、TNF-α) は
月経期において最も高値を示した。VT 強度にて 60 分間の持久性運動では血液で認め
られたストレス・炎症マーカーの変動を唾液においては反映しなかった。すなわち女性
の唾液中の炎症マーカーは、月経周期に伴う安静時の炎症状態を反映するが、運動に伴
う急性炎症は反映しないことが示された。 
 
本博士学位論文で示された女性の運動負荷の生体反応（ストレス・炎症反応）に関す
るデータは、女性の唾液を用いたストレス・炎症測定における科学的根拠を示し、スポ
ーツ現場において女性の健康増進や女性アスリートのコンディショニング（体調管理）
を行う上で基礎的な知見となり、運動やスポーツを実践する現場に応用できる可能性が
ある。 
